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注意事項 

１．問題用紙は「解答はじめ」の指示があるまで開かないでください。 

２．問題用紙の所定の箇所に受験番号と氏名と生年月日（西暦下 2 桁と月

日を 6 桁で記入する。例えば，1982 年 4 月 13 日生の場合，820413
と記載）を記載します。 

３．解答用紙の受験番号と生年月日の欄にも同様に記入し，その同じ番号

を必ずマークしてください。 
４．問題用紙はすべて回収しますので，持ち帰ることはできません。問題

用紙の回収がない場合，不合格となります。 
５．問題用紙に落丁または不鮮明な箇所がある場合は，手を挙げて監督者

に合図してください。試験問題の内容についての質問は一切受け付け

ません。 
６．設問は 40 題で，単純 5 肢択一のマークシート方式です。 
７．各問題では，設問に対して適切な解答を解答群の中から選択し，問題

文中に書かれた解答記入欄の番号に従って解答用紙の解答記入欄を選

び，選択した項目の番号をマークしてください。 
８．途中退室は認めません。 
９．試験中，体調が悪くなった場合やトイレに行きたくなった場合は，手

を挙げて監督者の指示に従ってください。試験時間内であれば試験場

に戻ることができますが試験時間の延長はありません。 
10．不正行為と確認された場合には，退室を命じます。不正行為をした場

合には，全受験科目が不合格となります。 
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【問題１】 わが国の死亡原因（2011 年度）について正しいのはどれか。 

１）肺炎が第 2 位である。 

２）肺結核は 65 歳以上では第 1 位である。 

３）脳血管障害は 50 代前半では第 1 位である。 

４）自殺は 30 歳～40 歳では少ない。 

５）悪性新生物が第 1 位である。 

 

 

【問題２】 我が国の人口（2012 年度）について正しいのはどれか。 

１）高齢化率（65 歳以上の人口の比）が 4 割を超えた。 

２）合計特殊出生率はおよそ 1.3 である。 

３）50 年後の人口は 1 億 5000 万人と推計されている。 

４）生産年齢人口は増加傾向にある。 

５）独居老人世帯数は 5 年前と比較して減少している。 

 

 

【問題３】 病院における医療職の人材不足の原因でないのはどれか。 

１）患者数の減少 

２）新医師臨床研修制度 

３）過酷な労働環境 

４）生活環境の地域格差 

５）同一資格内での給与格差 
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【問題４】 組合せで正しいのはどれか。 

１）憲法 9 条  ―――― 生存権の保障 

２）憲法 25 条 ―――― 戦争放棄 

３）救 貧 法  ―――― 公的扶助の原型 

４）産業革命 ―――― 社会保険制度の始まり 

５）オイルショック ― 少子高齢化 

 

 

【問題５】 社会保障制度の中で公的扶助に該当するのはどれか。 

１）年 金 

２）雇用保険 

３）生活保護 

４）母子手当 

５）食品衛生 

 

 

【問題６】 社会保障給付費（2010 年度：平成 22 年度）は約 100 兆円である。

正しいのはどれか。 

１）「医療費」は約 32 兆円である。 

２）「年金」は約 25 兆円である。 

３）「医療費」は減少傾向にある。 

４）「福祉その他」の費用は前年度より減少している。 

５）「介護対策費」は前年度より減少している。 
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【問題７】 現行の年金制度で正しいのはどれか。 

１）国民皆年金は国民皆保険の 10 年後に施行された。 

２）支給額は年齢に応じて一律同額である。 

３）未納者は年々減少している。 

４）受給者数は年々増加している。 

５）受給開始年齢は 70 歳である。 

 

 

【問題８】 ヒトゲノム・遺伝子解析に関する倫理指針で正しいのはどれか。 

１）個人情報を開示する。 

２）個人の事後承諾が必要である。 

３）個人の人権の保障が科学的利益に優先する。 

４）研究計画には倫理委員会の承認は不要である。 

５）研究の実施に対して国民の理解は不要である。 

 

 

【問題９】 医療倫理について正しいのはどれか。 

１）救急医療では治療が倫理に優先される。 

２）患者の知る権利は倫理の１つである。 

３）医療の研究には倫理よりも科学研究が優先される。 

４）遺伝子研究には倫理よりも社会的要求が優先される。 

５）倫理が求められるようになったのは 20 世紀に入ってからである。 
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【問題 10】 「ヒポクラテスの誓い」で正しいのはどれか。 

１）頼まれれば妊娠中絶の薬を与える。 

２）他人の生活の秘密を守る。 

３）奴隷は治療の対象外である。 

４）患者の家を訪ねてはいけない。 

５）治療では男性より女性を優先する。 

 

 

【問題 11】 医療職の一員としてあるべき姿で誤りはどれか。 

１）安全な医療への目的意識を共有する。 

２）他職種の業務内容を理解する。 

３）専門職として適切な知識の維持を心がける。 

４）他職種からの指摘を謙虚に受け止める。 

５）業務上で知り得た個人情報は病院職員全体で共有する。 

 

 

【問題 12】 日本特有の医療費増加の要因として誤りはどれか。 

１）病床数が多い。 

２）在院日数が長い。 

３）医療材料価格が高い。 

４）受診回数が多い。 

５）入院料が高い。 
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【問題 13】 医療機関の費用構造として最も高いのはどれか。 

１）医薬品購入費 

２）医療材料費 

３）人件費 

４）委託費 

５）光熱費 

 

 

【問題 14】 国民健康保険の保険者はどれか。 

１）健康保険組合 

２）市町村 

３）全国健康保険協会 

４）都道府県 

５）社会保険庁 

 

 

【問題 15】 社会保障制度が最も早くはじまった国はどこか。 

１）イギリス 

２）ドイツ 

３）スウェーデン 

４）アメリカ 

５）日 本 
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数量

金額

費用線

収益線

利益

損失

固定費

変動費

損益分岐点

【問題 16】 医療保険が適用できるのはどれか。 

１）健康診断 

２）研究目的での診療 

３）異常分娩 

４）予防接種 

５）往診の交通費 

 

 

【問題 17】 クリニカルインジケータの指標でないのはどれか。 

１）入院費 

２）死亡率 

３）治癒成績 

４）平均在院日数 

５）合併症の発生率 

 

 

【問題 18】 病院において損益分岐点を左側にシフトさせる要因はどれか。 

１）手術件数の減少 

２）人件費の上昇 

３）診療単価の上昇 

４）固定費の増大 

５）変動費の増大 
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【問題 19】 中央診療部門はどれか。 

１）外来診療部門 

２）看護部門 

３）経営企画部門 

４）医事会計部門 

５）手術部門 

 

 

【問題 20】 医事部門の業務でないのはどれか。 

１）患者受付 

２）診療報酬請求 

３）医事会計 

４）医療材料の発注 

５）保険証の確認 

 

 

【問題 21】 問診の内容で不適切なのはどれか。 

１）思 想 

２）既往歴 

３）生活環境 

４）嗜 好 

５）アレルギーの有無 
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【問題 22】 タイムアウトについて正しいのはどれか。 

１）問診時間の制限 

２）医療事故防止対策 

３）治療効果の評価 

４）リハビリテーションの制限 

５）感染症に罹患した際の学校への出席停止 

 

 

【問題 23】 クリニカルパスで正しいのはどれか。 

１）語源は病院の診察券である。 

２）列車のダイヤグラム（運行図表）を参考にした。 

３）提供される医療の質は考慮されない。 

４）作成後は診療過程の変更を認めない。 

５）医療業務の効率化につながる。 

 

 

【問題 24】 初診患者が最初に受けるのはどれか。 

１）問 診 

２）聴 診 

３）臨床診断検査 

４）血液検査 

５）放射線検査 
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【問題 25】 組合せで正しいのはどれか。 

１）高次脳機能検査の処方箋の作成――――作業療法士 

２）診療計画書の作成――――――――――臨床検査技師 

３）主治医意見書の作成―――――――――患者の家族 

４）退院時処方せんの作成――――――――医 師 

５）退院証明書の作成――――――――――ソーシャル・ワーカー 

 

 

【問題 26】 組合せで正しいのはどれか。 

１）理学療法士    ――― PT 

２）作業療法士    ――― ST 

３）言語聴覚療法士  ――― NST 

４）診療放射線技師 ――― ICT 

５）臨床検査技師  ――― OT 

 

 

【問題 27】 A 病院でアクシデント（重大事故および軽症事故）が 5 件あった。

ハインリッヒの法則で算定するとインシデント（ヒヤリ・ハット）は何件  

発生しているか。 

１） 10 

２） 15 

３） 30 

４） 50 

５）200 
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【問題 28】 図の m はどれか。 

１）Manufacture 

２）Movement 

３）Moment 

４）Management 

５）Malpractice 

 

 

【問題 29】 KYT（危険予知訓練法）に含まれないのはどれか。 

１）現状把握 

２）本質追究 

３）対策樹立 

４）目標設定 

５）啓発活動 

 

 

【問題 30】 手術安全のためにおこなわれるブリーフィングについて誤りは 

どれか。 

１）患者の確認 

２）手術部位のマーキング確認 

３）パルスオキシメータの装着の確認 

４）アレルギーの有無の確認 

５）手術経過についての評価の確認 
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【問題 31】 医療機器管理について正しいのはどれか。 

１）病院外での医療機器の使用は多くなっている。 

２）安全を犠牲にしても安価なものを購入すべきである。 

３）医療機器の保守費用は製造業者が負担する。 

４）添付文書に指示された以外の使用法も許可される。 

５）診療現場で使用される医療機器は薬事法の管轄ではない。 

 

 

【問題 32】 医療機器を導入する際の基本要件で正しいのはどれか。 

１）購入仕様書は製造販売業者が作成する。 

２）保管体制は不必要である。 

３）保守点検費用は考慮しない。 

４）病院の施設設備の確認が必要である。 

５）病院建築設計には導入機器は考慮しない。 

 

 

【問題 33】 MDIC について正しいのはどれか。 

１）医薬品安全情報交換を行う。 

２）日本医師会の認定資格である。 

３）他業種との間での情報交換には役立たない。 

４）医療機器のヒヤリ•ハット情報に関与しない。 

５）医療機器産業ビジョン 2013 で推奨された。 
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【問題 34】 最も信頼度のある（質の高い）エビデンスはどれか。 

１）ランダム化比較試験（メタ分析） 

２）非ランダム化試験 

３）コホート研究 

４）症例対照研究 

５）ケースシリーズ 

 

 

【問題 35】 特定生物由来製品の販売記録の保管期間はどれか。 

１） １年 

２） 5 年 

３）10 年 

４）20 年 

５）30 年 

 

 

【問題 36】 PL 法（製造物責任法）で正しいのはどれか。 

１）損害賠償の責任追求期間は 3 年間である。 

２）「通常の使用」に「想定される使用」は含まれない。 

３）「欠陥」に「指示・警告上の欠陥」は含まれない。 

４）「製造業者等」の「過失」を証明しなければならない。 

５）「製造業者等」に「加工業者」は含まれない。 
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【問題 37】 特定化学物質管理に該当しない業務はどれか。 

１）作業環境測定 

２）従事者の健康診断 

３）指定物質の物性試験 

４）機器・装置の保守点検 

５）作業主任者の選任 

 

 

【問題 38】 薬事法における品質保証責任者は、品質不良またはその恐れにかか

る事項が発生した場合、社内の誰に報告しなければならないか。 

１）責任技術者 

２）品質管理責任者 

３）安全管理責任者 

４）総括製造販売責任者 

５）工場長 

 

 

【問題 39】 国家資格でない医療職はどれか。 

１）視能訓練士 

２）義肢装具士 

３）救命救急士 

４）言語聴覚士 

５）診療録管理士 
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【問題 40】 医療機器の貸出しに関する事例で認められないのはどれか。 

１）緊急時の対応 

２）災害時の対応 

３）修理時等の代替対応 

４）公益的研究活動の対応 

５）予算化までの対応 


